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アンカーピッチ（ベース）図

フロートスイッチ座（50A）

（□250）

フロートスイッチ点検孔

防火ダンパー）

(P-18CVD-BL)

燃料送油口（15A)

燃料戻り口（15A）

発電装置

ウイングポンプ（20A）

側圧式液面計

（□300×D130）

油溜枡

(P-18CVD-BL)

防火ダンパー

側圧式液面計

水張検査済証

（油種：軽油）

部油提

燃料送油口 燃料戻り口

燃料タンク容量計算書

全容量

空間容量

空間容量比

結論

規定（5％以上、10％以下）を満足する故、本容量にて可とする。

防油堤容量計算

計算

結論

本容量にて充分である。

材料一覧

タンク本体

底板

側板

天板

JIS G 3101 一般構造用圧延鋼板

JIS G 3101 一般構造用圧延鋼板

タンク用架台

架台 JIS G 3192 熱間圧延形鋼

JIS G 3131 熱間圧延鋼板

JIS G 3131 熱間圧延鋼板

JIS G 3192 熱間圧延形鋼

油庫

本体

防油堤

ベース

塗装（標準塗装）

素地調整

サンドペーパー等にて目荒し後、充分に脱脂をする。

下塗り

中塗り

上塗り

塗装色

アミラック3000メラミン焼付。（膜厚20μ以上）

カンペ焼付プラサクＴＵＮＥホワイト。（膜厚20μ以上）

ウレタン樹脂系塗料。（膜厚20μ以上）

配管

パイプ JIS G 3452 配管用炭素鋼管

株式会社コーギケン

９５０Ｌ油庫

品　名

件　名

参考図

概算重量：約１６００ｋｇ（概算）

（１２００－９）x（８５０－９）x（１００８．５－１０．５）x１０
-6

≒ １１９１ x ８４１ x ９９８ x １０　　　　≒ ９９９．６ L
-6

９９９．６ － ９００ ≒ ９９．６ L

９９．６ ÷ ９９９．６ x １００（％） ≒ ９．９６％

≒ ２１９３．６ x １８４３．６ x ２６６．８ x １０　　　　≒ １０７９ L

-6

-6

タンク容量の１１０％（９００×１．１＝９９０L）以上故、

（２２００－６．４）x（１８５０－６．４）x（２７０－３．２）x１０
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通気口金物（３２A） 

（１５A JIS １０K） （１５A JIS １０K）

通線孔（Φ50）

燃料槽（950L)
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1200(タンク本体)

 ドアークローザー 

890（重心位置） 890（重心位置） 1,043（重心位置） 1,043（重心位置）

油溜枡

(ホース口付き)（ホース口つき）

ドレン（２０A） ドレン（２０A）

（◆３００xD１３０）

給油口（２０A） 

 ８－φ２１（M１６） 

マンセル５Ｙ７／１（半ツヤ）154
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向重
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149
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（短
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向重
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印　重心位置


